
の海外相場

Open
High
Low

Settlement
Change

EFP 0.20 - 0.30 0.003 - 0.008 0.80 - 1.30 -7.50 - -5.50 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前 492億ドル 予 ▲2160億ドル 前 0.5% 予 0.2% 前 ▲0.3% 予 0.4％ 前 13.1 予 15.0 前 ▲0.1% 予 0.3%

前 0.4% 予 0.1%

前 0.4% 予 ▲0.4%

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

ECB ドラギ総裁発言 EU:2月消費者物価指数

JP:日銀金融政策決定会合議事要旨

EU 鉱工業生産

鉱工業生産NY連銀 製造業景気指数月次財政収支 2月 消費者物価指数

卸売物価指数（PPI)

3月14日

USA

2018年3月15日

982.6961.2
961.5
-5.8 

984.8
-6.9 

Source: LBMA/LPPM

PM

964.00

1,007.00

1,323.55

COMEX/NYMEX ($) Gold (Apr) Silver (May) Platinum (Apr) Palladium (Jun)

-0.090 

16.595
16.670

Asia

-1.5 

Mon Tue

16.605

LBMA/LPPM Fixing ($)

3月12日

1,004.00

969.00

          コメント

Thu FriWed

Precious Metals

貴金属は全般的に下落した。米2月小売売上高が予想に反して前月から減少し、3カ月連続でマイナスとなった事を受け、米消費減速が懸念された事
で米株下落・ドル安となり、一時貴金属は強含んだ。しかしその後ドルが反発する中で貴金属は全般的に上げ幅を削り、値を落としたまま米国時間を
終えた。ゴールドは米政権の政策を巡る先行不透明感や英・ロシアの外交関係が緊張した事を受けて、下げ幅は限定的となり小幅下落となったが、シ
ルバー・プラチナ・パラジウムは米株下落・コモディティ下落の影響を受けて下落した。プラチナは$960/ozで2度サポートされており、同水準にサポート
ラインがある可能性がある。その後のサポートラインとしては、直近1カ月の安値である$946/ozが控えている。

FX：

ドルは3日ぶりに上昇した。欧州中央銀行（ECB)のドラギ総裁が”政策調整は慎重なペースで進める。ユーロ高がインフレ率にとって今後の重しとなる
恐れがある”と発言した事を受けてユーロは軟調となった。米政権の先行不透明感や貿易戦争を巡る懸念等、ドルの見通しは不透明な状況が続いて

いる。米ドル/円終値は106.33、ユーロ/ドル終値は1.2369。

16.537

967.3

Europe

1,330.5
1,326.7

1,325.6

AM

1,324.95

 Fixing Prices

米 新規失業保険申請件数

2月 小売売上高

984.8
1,002.1974.9

1,321.7

392.3

36.7

381.2 998.6

490.229.2 1,893.1

8.7

109.1 2,117.3

3,115.8

-255.7 

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

16.515

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

1,500.8

-279.7 

2018/3/6

0.5

20.5

Gold (Moz)

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。  

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的とし

ており、弊社は、この情報の使用結果について一切責任を負いません。 


